
令和元年、足利商工会議所会頭
に就任。中小・小規模事業者の
経営維持・継続のための産業活動
支援に取り組んでいる。

特集
-----

（
聞
き
手…

横
山
議
長
）
ま
ず
は
足

利
商
工
会
議
所
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

相
馬
会
頭
　
　
商
工
会
議
所
は
、
今
年
の

７
月
に
発
行
さ
れ
る
１
万
円
札
の
肖
像
と

な
る
渋
沢
栄
一
翁
が
明
治
11
年
に
設
立
し

た
東
京
商
法
会
議
所
が
そ
の
源
流
で
す
。

業
種
、
業
態
、
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、

地
区
内
の
す
べ
て
の
商
工
業
者
の
利
益
を

図
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
５
１
５
の
商

工
会
議
所
が
全
国
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

足
利
商
工
会
議
所
も
昭
和
15
年
に
設
立
さ

れ
、
先
人
の
努
力
で
80
年
余
の
歴
史
を
刻

み
、
本
市
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
て

き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

-----

現
在
、
資
源
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ

る
物
価
高
騰
が
市
民
生
活
や
事
業
活
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
本
市

議
会
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
に
臨
時
会
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
、
物
価
高
騰
対
策
を

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
て
き

ま
し
た
が
、
本
市
経
済
界
に
お
け
る
物
価

高
騰
の
影
響
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
馬
会
頭
　
　
円
安
に
伴
う
電
気
料
金
を

は
じ
め
と
す
る
光
熱
水
費
や
原
材
料
費
の

高
騰
、
恒
常
的
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
の
賃
上
げ
の
要
請
な
ど
、
中
小
企
業

の
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
商
工
会
議
所
で
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
推
進
し
、
円
滑
な

価
格
転
嫁
交
渉
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
、
様
々
な
働
き
か
け
や
機
運

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令和５年８月５日に開催された第107回足利花火大会。創始
120年を迎えた歴史と伝統のある花火大会です。花火大会
当日は45万人の観覧客が来場し、にぎわいを見せました。

足
利
商
工
会
議
所
と
は

物
価
高
騰
の
影
響
につい
て

-----

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
観
光
の
推

進
の
た
め
に
様
々
な
事
業
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
足
利
花
火
大
会
は
関
東

で
も
有
数
の
花
火
大
会
で
す
。
第
１
０
７

回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
、
４
年
ぶ
り
に
従
来
ど
お

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
夫
さ
れ

た
点
は
あ
り
ま
す
か
。

相
馬
会
頭
　
　
「
花
火
大
会
」
の
日
は
１
年

で
足
利
が
一
番
に
ぎ
わ
う
日
で
す
。
当
日

は
お
客
様
に
事
故
な
く
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
警
察
、
消
防
、
鉄
道
、
警
備
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
６
０
０
人
を
超
え
る

方
が
裏
方
と
し
て
大
会
運
営
を
支
え
て
い

ま
す
。
特
に
、
翌
朝
の
会
場
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
足
利
花
火
大
会
の
最
も

誇
れ
る
活
動
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
の
経
費
を
生
み
出
す
た
め
、

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
ほ
か
に
も
一
般
か
ら

の
寄
付
を
募
っ
た
り
、
有
料
観
覧
席
を
増

設
し
た
り
、
持
続
可
能
な
花
火
大
会
と
す

る
た
め
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

----
今
後
の
地
域
活
性
化
に
対
す
る
取
り

組
み
や
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
馬
会
頭
　
　
地
域
で
お
金
が
回
る
仕
組

み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
商
工
会
議
所
で
は
足
利
ブ
ラ
ン
ド

を
認
定
し
た
り
、
ま
ち
の
商
店
主
が
講
師
と

な
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
異
業
種
交
流
会
を
実
施

し
、
地
域
の
産
業
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
も
地
域
で
の
買
い
物
を
心
が
け
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

----

最
後
に
、
足
利
市
議
会
に
期
待
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

相
馬
会
頭
　
　
市
内
中
学
校
で
「
議
会
を

知
ろ
う
！
中
学
校
出
張
ぎ
か
い
」
を
実
施
し

た
り
、
議
会
広
報
紙
を
毎
年
進
化
さ
せ
た

り
、
た
ゆ
ま
な
い
活
動
を
し
て
い
る
足
利
市

議
会
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
最
も
市

民
の
近
く
に
い
る
市
議
会
議
員
が
引
き
続
き

市
民
や
次
世
代
の
た
め
に
、
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
向
け
て

足
利
市
議
会
に
対
し
て

足利商 工会議所

SPECIAL
INTERVIEW足利市 議会

　商工業の振興・発展を支援し、本市の   経済をけん引している足利商工会議所。
   今回のしぎかいひろばでは、足利商工会議所   のリーダーである相馬会頭と対談しました。　
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